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各病院の適切な役割分担に基づく高度な医療連携を進めることにより、急性期から慢性期、在宅医療

に至るまで、地域全体で切れ目なく必要な医療が提供できる「地域完結型医療」の実現を図る。

救急医療や高度・専門的な医療を提供、

災害医療などで峡南地域全域の拠点としての機能も併せ持つ

日常的で広範囲な医療を提供、

初期診療における包括的な受け入れやトリアージなどを行い、総合診療体制を敷く

在宅医療を中心に地域に密着した医療を提供、

介護施設や福祉人材と連携したきめ細かなサービスを提供

施設と設備の整備・社会保険病院の譲り受け・連携強化戦略の具現化（地域医療研修センター設置

など）・患者の利便性の確保（巡回バスの運行など）

医師や看護師の人材を確保し、質の高い医療を提供していくために、中長期的に一体的な経営判断

が可能となる経営形態へと転換を図っていく

鰍沢病院と市川三郷町立病院の一体的な経営を行う「経営統合」と「共同管理」の2案を提示

2案とも富士川町が鰍沢病院を買収することが必要（買収経費は地域医療再生基金）

両町が共同で設置する一部事務組合または地方独立行政法人の下で2病院を経営

統合する

両町が共同で指定管理者を指定し、２病院の一体的運営を行う



長隆氏の講演

（医療連携案提示以降）

第3回北部地域医療連携部会を傍聴
地域医療を守る特別委員会（県の出前講座開催）
地域医療を守る特別委員会
町主催の地区懇談会に出席し町民の意見を聴く
地域医療を守る特別委員会
第4回北部地域医療連携部会を傍聴
地域医療を守る特別委員会（長隆氏の講演会開催）
地域医療を守る特別委員会（後藤ひとし衆議院議員との意見交換会開催）
地域医療を守る特別委員会
山梨大学医学部と意見交換（議長・正副委員長）
市川三郷町と意見交換（議長・委員長・議員1名）
地域医療を守る特別委員会
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　「地域医療を守る特別委員会（委員長　齊藤
正行）」では10月2日、県が示している医療
連携について協議した。
　「地域医療を立て直すために県の素案を推
進すべき」との意見がある中で、「町財政は
厳しく、病院経営はリスクが大きい」との意
見もあった。採決を行った結果、賛成11、反
対4で県の医療連携案を受け入れることに決定。
　県の素案にある「経営統合」「共同管理」
の2案は選択せず、大枠で了承することとし、

具体的な部分については、今後両町で検討し
ていくことが望ましいとした。
（起立採決の結果、賛成多数で県の素案を大枠で了承）

■賛成
　市川淳子・井上光三・永井寛子・神田　智
　堀之内美彦・深澤勝雄・望月邦彦・小林　進
　井上　勝・保坂　實・芦澤益彦
■反対
　鮫田洋平・長澤　健・秋山　貢・齊藤欽也

市川三郷町立病院社会保険鰍沢病院



　
9
月
定
例
議
会
が
9
月
7
日
か
ら
24
日
ま
で
、
18

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
専
決
処
分
承
認
案
1
件
、
条
例
の
一

部
改
正
案
3
件
、
補
正
予
算
案
4
件
、
公
営
企
業
会

計
未
処
分
利
益
剰
余
金
処
分
案
1
件
、
組
合
規
約
変

更
案
1
件
、
決
算
認
定
案
2
件
、
町
道
路
線
認
定
案

1
件
、
人
事
案
1
件
、
意
見
書
案
1
件
、
継
続
調
査

申
出
書
案
4
件
、
計
19
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
認
定
案
に
つ
い
て
は
、
今
定
例
会
で
設
置
さ

れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
。
各
分
科
会
お
よ
び

全
体
会
で
審
査
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
継
続
審
査
中
だ
っ
た
議
案
第
43
号
（
男
女

共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）
は
、
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

・地方交付税
（国から配布され町が自由に使えるお金）
　32億6,701万円

・国庫支出金
（国からの補助金）
　7億1,929万円

・町債
（借りるお金）
　7億1,680万円

・県支出金
（県からの補助金）
　4億6,681万円

・町税
（みなさんからの税金）
　15億8,979万円

・繰越金　3億3,375万円
・分担金・負担金　1億2,898万円
・使用料・手数料　1億1,054万円
・諸収入　1億335万円
・繰入金　7,509万円
・財産収入　3,978万円

・地方消費税交付金　1億4,744万円
・地方譲与税　7,439万円
・その他　6,029万円

・民生費
（お年寄りや児童福祉・
　保育所の運営費など）
　22億120万円

・土木費
（道路や河川の
　新設維持費）
　10億1,793万円

・公債費
（借金の返済）
　9億7,555万円

・総務費
（役場全体の管理や
　運営費）
　9億3,252万円

・教育費
（学校・社会教育の費用）
　7億205万円

・衛生費
（保健・予防・ゴミ処理など）
　6億2,013万円

・消防費
（消防・防災の費用）
　3億3,844万円

・諸支出金
3億2,444万円

・農林産業費　2億6,224万円
・議会費　9,764万円
・災害復旧費　8,571万円
・商工費　7,999万円
・労働費　1,000万円

穂積柚太郎と柚香ちゃん
（穂積地区のキャラクター）



・国民健康保険

・老人保健

・後期高齢者医療

・介護保険

・介護サービス事業

・奨学金

・簡易水道事業

・下水道事業

・営農飲雑用水事業

17億3,431万円

1,777万円

3億2,887万円

17億7,426万円

9,044万円

200万円

1億2,749万円

13億3,898万円

531万円

・箱原農業集落排水事業

・鹿島財産区

・カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区

・活性化事業

・峡南地区ことばの教室共同設置

・峡南地区充指導主事共同設置

・水道事業会計

・収益的支出

・資本的支出

1,491万円

0円

47万円

1億8,290万円

104万円

86万円

1億5,725万円

1億1,538万円

平成23年度特別会計・事業会計

・役場本庁舎非常用発電機設備設置工事

・町道平林伊奈ヶ湖線道路改良工事

・水辺プラザ整備工事

・大法師公園災害復旧工事

・かじかざわ児童センター遊具設置工事

・青柳排水機場除塵機修繕工事

・小中学校電気設備改修工事

・保育所エアコン設置工事

・ますほ児童センター2階改修工事

・増穂中学校雨漏り改修工事

町道平林
伊奈ヶ湖

線
町道平林

伊奈ヶ湖
線

かじかざ
わ児童セ

ンター遊
具

かじかざ
わ児童セ

ンター遊
具

エアコン
が入った

保育所

エアコン
が入った

保育所

エアコン
が入った

保育所

非常用発
電機

非常用発
電機

水辺プラ
ザ

水辺プラ
ザ

青柳排水
機場

青柳排水
機場

改修され
たますほ

児童セン
ター

改修され
たますほ

児童セン
ター



地上式消火栓

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

不
能
欠
損
額
は
1
、
8
3
3

万
円
、
収
納
未
済
額
は
2
億

4
、
3
4
3
万
円
と
多
額
に

な
っ
て
い
る
。

　
収
納
不
可
能
な
部
分
に
つ

い
て
は
、
会
計
上
の
処
理
を

し
っ
か
り
し
て
も
ら
い
た
い
。

保
育
料
滞
納
額
に
つ
い
て
も

同
様
。

滞
納
整
理
に

最
大
限
の
努
力
を

　
国
か
ら
占
有
し
て
い
る
土

地
の
払
い
下
げ
は
で
き
な
い

の
か
検
討
さ
れ
た
い
。

国
有
地
払
い
下
げ
は

　
町
有
地
部
分
の
駐
車
場
に

つ
い
て
賃
貸
契
約
が
結
ば
れ

て
い
る
の
か
、
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

鰍
沢
地
区
白
子
の

駐
車
場
は

　
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
特
産
品
、
農
産
物
の

開
発
や
生
産
グ
ル
ー
プ
の
育

成
、
ま
た
、
営
業
時
間
の
延

長
な
ど
工
夫
を
。

つ
く
た
べ
か
ん
・

塩
の
華
の
活
性
化
を

答
　
各
区
な
ど
の
自
治
組
織

お
よ
び
公
益
的
活
動
を
行
う

団
体
が
自
主
的
に
取
り
組
み
、

地
域
の
活
性
化
や
町
の
振
興

に
つ
な
が
る
事
業
へ
の
支
援

で
、
事
業
費
の
2
分
の
1
を

補
助
、
23
年
度
は
2
件
で
60

万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
推
進
組
織

事
業
補
助
金
の
内
容
は

答
　
住
民
の
利
便
性
向
上
を

考
え
納
税
環
境
整
備
を
行
う
。

督
促
状
発
送
後
、
催
告
を
ま

め
に
行
い
検
証
し
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
場
所
で
収
納
で

き
る
方
法
を
考
え
て
い
る
。

徴
収
率
を

今
後
高
め
て
い
く
に
は

答
　
委
託
38
件
、
落
札
率
79

・
3
％
、
物
品
14
件
、
74
％
、

工
事
1
3
7
件
、
96
・
5
％
。

入
札
の
平
均
落
札
率
は

答
　
各
分
団
に
人
数
の
聞
き

取
り
を
行
っ
て
い
る
。

要
望
　
震
災
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
早
く
効
率
の
よ
い
団

員
の
設
置
を
望
む
。

消
防
団
機
能
別

団
員
設
置
は

答
　
申
請
を
受
け
れ
ば
、
水

道
課
と
総
務
課
で
内
容
を
確

認
し
、
立
ち
上
り
分
ま
で
補

助
し
て
い
る
。

消
化
栓
設
置
工
事

補
助
金
の
内
容
は

　
決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、
各
分
科
会（
各
常
任
委
員
会
）

で
慎
重
な
審
査
を
行
い
決
算
特
別
委
員
会
で
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。



コンビニ交付がお得！（セブンイレブン）

改修したかじかの湯（厨房）

問
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
負
担
金
3
4
8
万

円
支
払
っ
て
い
る
。
助
成
金
8
0
0
万

円
は
毎
年
入
る
の
か
。

答
　
助
成
金
は
23
年
度
限
り
、
今
後
約

5
0
0
万
円
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

か
か
る
。
窓
口
交
付
で
は
住
民
票
謄
本

3
0
0
円
、
1
人
増
え
る
ご
と
に
50
円

加
算
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
一
律

2
0
0
円
で
済
む
。
住
基
カ
ー
ド
の
普

及
を
進
め
て
い
る
。

住
民
票
な
ど
の
発
行
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
を

問
　
子
ど
も
手
当
約
2
億
8
、
7
0
0

万
円
支
給
し
て
い
る
が
そ
の
内
容
は
。

答
　
0
歳
か
ら
3
歳
未
満
は
一
律
1
万

5
千
円
。
3
歳
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で

は
1
万
円
。
第
3
子
以
降
は
小
学
生
ま

で
が
1
万
5
千
円
で
あ
る
。

23
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当

が
変
更

答
　
9
6
9
万
円
で
そ
の
う
ち
約
56
万

円
は
全
県
的
な
小
児
救
急
医
療
体
制
の

負
担
金
と
な
っ
て
お
り
、
23
年
度
は
年

間
3
0
5
件
利
用
し
て
い
る
。

休
日
夜
間
診
療
体
制

負
担
金
の
内
容
は

問
　
エ
ア
コ
ン
の
活
用
状
況
は
。

答
　
ご
飯
の
時
や
お
昼
寝
の
時
に
使
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
も
夏
バ
テ
せ
ず

過
ご
せ
て
い
る
。

各
保
育
所
に
エ
ア
コ
ン
設
置

問
　
施
設
改
修
後
の
か
じ
か
の
湯
利
用

者
数
は
。

答
　
23
年
7
月
か
ら
24
年
3
月
で
3
8
、

8
9
8
人
が
利
用
、
前
年
同
時
期
と
比

べ
て
6
、
5
6
2
人
増
加
し
た
。

か
じ
か
の
湯
改
修
効
果
は

問
　
不
法
投
棄
臨
時
職
員
賃
金
約

1
8
7
万
円
と
あ
る
が
、
そ
の
活
動
内

容
は
。

答
　
1
人
の
職
員
が
１
週
間
の
う
ち
5

日
間
か
け
て
山
の
沢
や
空
き
地
な
ど
町

内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
処
理
は

1
日
で
で
き
る
時
も
あ
れ
ば
1
週
間
か

か
る
と
き
も
あ
る
。

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
は

問
　
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
負
担

金
1
億
9
、
0
2
0
万
円
を
支
払
っ
て

い
る
。
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
し
て
可
燃
ゴ

ミ
の
減
量
化
で
負
担
減
を
。

答
　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
分
別
、
生
ゴ
ミ
乾
燥
化
に
よ
る
減
量

を
お
願
い
し
て
い
る
。
堆
肥
化
に
つ
い

て
は
組
合
の
会
議
で
議
題
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
を

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す



問
　
滞
納
者
へ
の
督
促
、
延
滞
金
の

徴
収
は
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
督
促
は
行
っ
て
い
る
が
延
滞
金

の
徴
収
は
行
っ
て
い
な
い
。
悪
質
な

滞
納
が
あ
っ
た
場
合
は
、
供
給
停
止

措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
下
水
道
整
備
の
普
及
率
、
水
洗

化
率
は
。

答
　
普
及
率
73
・
8
％
、
水
洗
化
率

84
・
8
％
で
あ
る
。

問
　
現
在
使
用
し
て
い
る
水
道
管
の

内
、
石
綿
管
は
ど
の
く
ら
い
残
っ
て

い
る
か
。

答
　
旧
鰍
沢
地
区
に
2
ヶ
所
5
0
0

ｍ
程
度
あ
る
。

問
　
鰍
沢
本
町
地
区
の
簡
易
水
道
を

切
り
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
上
水
道
に
統
合
す
る
こ
と
を
視

野
に
い
れ
た
水
道
事
業
認
可
設
計
業

務
を
本
年
度
発
注
し
た
。

水
道
使
用
料
の

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

問
　
道
路
橋
梁
維
持
管
理
の
委
託
料
で

橋
梁
台
帳
お
よ
び
点
検
業
務
の
対
象
橋

梁
数
は
。

答
　
1
5
0
橋
梁
で
緊
急
度
の
高
い
も

の
か
ら
実
施
。
平
成
23
年
度
は
76
件
実

施
し
た
。
残
り
は
17
件
。

問
　
住
宅
使
用
料
の
収
入
未
済
額
は
。

答
　
現
年
分
2
5
1
万
円
、
過
年
分

4
0
8
万
円
で
あ
る
。

橋
梁
の
点
検
業
務
は

答
　
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
補
助
金

3
4
7
万
円
、
朝
市
運
営
費
補
助
金

1
0
0
万
円
、
鰍
沢
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
補
助
金
1
0
0
万
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
事
業
起
業
支
援
補

助
金
50
万
円
、
町
た
ば
こ
組
合
補
助
金

41
万
2
千
円
、
富
士
川
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
金
89
万
9
千

円
で
あ
る
。

商
工
振
興
費
の
ま
つ
り
等

補
助
金
の
内
訳
は

答
　
富
士
川
漁
業
振
興
事
業
補
助
金
4

万
5
千
円
、
富
士
川
町
観
光
物
産
協
会

補
助
金
2
0
0
万
円
、
大
法
師
さ
く
ら

祭
り
補
助
金
53
万
円
で
あ
る
。

観
光
費
の
観
光
物
産
協
会

補
助
金
の
内
訳
は

答
　
主
な
も
の
は
東
京
環
境
工
科
専
門

学
校
へ
の
職
員
派
遣
費
1
名
分
、
映
像

観
察
設
備
機
器
保
守
点
検
業
務
な
ど
の

委
託
料
。

ふ
る
さ
と
自
然
塾

事
業
費
の
委
託
料
は

問
　
塩
の
華
で
、
町
内
の
農
家
が
品
物

を
提
供
し
や
す
く
で
き
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
地
域
の
生
産
者
の
グ
ル
ー
プ
化
な

ど
を
図
り
提
供
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
た
い
。

農
家
が
品
物
を
提
供
し
や
す
い

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は

答
　
緊
急
雇
用
対
策
の
助
成
を
受
け
、

ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖
事
業
の
た
め
2
名
の

雇
用
を
Ｊ
Ａ
に
委
託
し
た
。

農
林
振
興
費
の
委
託
料
は

点検が実施された鹿島橋（鹿島地区）

第2回甲州富士川まつり



　
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
定
例
会
が
9

月
27
日
開
催
さ
れ
、
23
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
5
事
業
の
決
算
が
可
決
、
認
定
さ
れ
た
。

富
士
川
町
の
負
担
金
は
全
年
対
比
1
、
8
9
9

万
9
千
円
（
90
・
9
％
）
の
減
額
で
あ
っ
た
。

　
ゴ
ミ
処
理
搬
入
状
況
は
可
燃
物
が
1
・
3
％
、

不
燃
物
が
23
・
0
％
と
昨
年
よ
り
増
量
と
な

っ
た
。

　
鎌
田
川
堤
防
用
地
改
修
に
伴
う
調
停
に
つ

い
て
解
決
金
と
し
て
山
梨
県
へ
6
億
円
を
9

月
19
日
に
支
払
っ
た
。

　
9
月
27
日
、
三
郡
衛
生
組
合

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
23
年

度
決
算
認
定
3
件
と
組
合
厚
生

委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
原
案

通
り
可
決
し
た
。

平成23年度三郡衛生組合決算総括表

合　　計

富士川町負担金決算額会計名 区　分

一般会計

し尿処理事業

火葬事業

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

1,802万円

1574万円

3億2,096万円

3億1,303万円

2億0,896万円

2億0,267万円

5億4,794万円

5億3,144万円

303万円

4,778万円

1,677万円

6,757万円

一
、
一
般
会
計
補
正
予
算
額

　
歳
入
・
歳
出
予
算
総
額
に
7
、
9
8
0
万
7
千
円
増
額
し
て
、

　
歳
入
・
歳
出
と
も
5
億
8
、
2
9
6
万
円
と
す
る
。

二
、
特
別
会
計
補
正
予
算
額

　
歳
入
・
歳
出
予
算
総
額
に
1
億
4
6
6
万
7
千
円
増
額
し
て
、

　
歳
入
歳
出
と
も
9
2
9
億
5
、
8
7
3
万
円
と
す
る
。

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

7
月
5
日
の
臨
時
会
決
定

▼
実
　

施
　

日

　
平
成
24
年
8
月
1
日
〜
3
日

▼
研
修
場
所

　
宮
城
県
・
気
仙
沼
市
議
会

▼
参
加
人
数

　
町
議
会
議
員
16
人

▼
研
修
内
容

　
宮
城
県
北
東
端
の
太
平
洋
沿

岸
に
位
置
す
る
気
仙
沼
市
は
、

先
の
東
日
本
大
震
災
で
未
曾
有

の
被
害
を
受
け
た
地
域
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

　
研
修
で
は
市
の
総
務
部
危
機

管
理
課
防
災
情
報
係
と
、
市
議

会
東
日
本
大
震
災
調
査
特
別
委

員
長
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
状

況
や
当
時
の
議
会
活
動
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
質
疑
や
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
議
会
事
務
局
長
の

案
内
で
市
内
お
よ
び
そ
の
近
隣

自
治
体
の
被
害
・
復
旧
状
況
を

視
察
。
防
災
と
被
災
時
に
お
け

る
議
会
活
動
の
参
考
と
な
っ
た
。

気仙沼市議会との意見交換

平成23年度中巨摩地区広域事務組合決算総括表 （単位：千円）
会計名 23年度負担金

315万5

1億7,756万1

76万1

314万1

558万2

0

1億9,020万0

22年度負担金

307万7

1億9,830万7

42万1

270万7

468万7

0

2億919万9

一般会計

ごみ処理特別事業

地区公園特別事業

老人福祉特別事業

勤労青年特別事業

し尿処理特別会計

合　　計



問
　
富
士
川
河
川
内
整
備
基
本

計
画
作
成
業
務
の
具
体
的
内
容

は
。

答
　
富
士
川
右
岸
の
河
川
敷
で
、

国
土
交
通
省
の
護
岸
整
備
な
ど

が
整
っ
て
い
な
い
部
分
、
約
12

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
現
地
測
量
と
基

本
計
画
作
成
業
務
委
託
料
。

富
士
川
河
川
内
整
備

基
本
計
画
作
成
業
務

問
　
鰍
沢
中
学
校
屋
内
運
動
場

屋
根
改
修
工
事
の
詳
細
は
。

答
　
雨
漏
り
防
止
工
事
で
勾
配

屋
根
約
2
、
1
2
5
平
方
メ
ー

ト
ル
が
ウ
レ
タ
ン
防
水
工
事
、

陸
屋
根
約
3
6
8
平
方
メ
ー
ト

ル
は
シ
ー
ト
防
水
工
事
。

鰍
沢
中
学
校
屋
内
運

動
場
屋
根
改
修
工
事

問
　
保
健
体
育
総
務
費
の
負
担

金
補
助
金
の
県
外
大
会
出
場
の

団
体
名
は
。

答
　
10
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
第
24
回
全
国
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
出
場

チ
ー
ム
。

問
　
県
外
大
会
出
場
補
助
金
は

当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
な
い

の
か
。
補
助
金
に
対
す
る
結
果

報
告
は
あ
る
の
か
。

答
　
出
場
が
不
確
定
な
の
で
当

初
予
算
に
は
計
上
し
な
い
。
そ

の
都
度
、
補
正
予
算
を
計
上
す

る
こ
と
と
な
る
。
補
助
金
に
対

す
る
結
果
報
告
は
あ
る
。

県
外
大
会
出
場
補
助
金

問
　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は

何
基
分
か
。

答
　
平
成
24
年
度
22
件
の
申
請

が
あ
っ
た
。
23
年
度
は
35
件
の

申
請
が
あ
っ
た
の
で
本
年
度
も

35
件
を
予
定
し
た
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

問
　
通
学
路
の
路
肩
カ
ラ
ー
化

工
事
の
場
所
は
。

答
　
鰍
沢
小
学
校
の
通
学
路
と
、

増
穂
小
学
校
の
通
学
路
で
約
3
、

1
0
0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

問
　
今
後
も
カ
ラ
ー
化
は
進
め

る
予
定
な
の
か
。

答
　
警
察
や
学
校
と
も
相
談
し
、

危
険
箇
所
な
ど
を
調
査
し
、
通

学
路
の
カ
ラ
ー
化
を
検
討
し
て

い
く
。

通
学
路
路
肩
カ
ラ
ー
化

工
事
に
つ
い
て

カラー化される通学路



▼
防
災
会
議
条
例
お
よ
び
災
害
対

　
策
本
部
条
例
の
改
正

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
条
例
改
正
。

▼
公
民
館
条
例
の
改
正

　
分
館
を
廃
止
し
、
各
地
区
公
民

館
を
公
民
館
類
似
施
設
と
す
る
。

▼
公
園
条
例
の
改
正

　
鰍
沢
地
区
の
河
川
内
公
園
を
、

「
富
士
川
水
辺
プ
ラ
ザ
公
園
」
と

し
て
追
加
。

　
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る

た
め
の
請
願
を
採
択
し
、
意
見
書

を
提
出
。

▼
人
権
擁
護
委
員
（
新
任
）

　
大
森
き
よ
子
　

氏
（
青
柳
町
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
候

補
者
の
推
薦
に
同
意
。

その他の主な補正予算

・本庁舎地下タンク油漏れ防止工事

・分庁舎温水ボイラー取替工事

・コンビ二交付共同利用システム負担金

・不活化ポリオワクチン接種など

・水田農業改革支援事業

………300万円

……………308万円

…682万円

…………596万円

……………………317万円

・十谷観光駐車場擁壁補強工事

・富士川河川内整備基本計画作成業務

・鰍沢中学校屋内運動場屋根改修工事

・埋蔵文化財試掘調査業務

・職員人件費

…………2,100万円

……300万円

…4,993万円

…………………395万円

…………………………………675万円

　教育厚生常任委員会付託議案「富士川町男女共同参画推進条例の制定について」
の審査結果について、委員長から【原案否決】と決定した旨の報告があった。
　この報告に対して、質疑、討論、採決が行われ、委員会審査結果（原案否決）の
賛成８名、反対７名で本条例は否決された。

問　否決ではなく修正または附帯事項を付ける
などの選択肢がなかったか。
答　条文に疑義を生ずる部分が多くあった。専
門家の意見を反映した条例を作成すべきと委員
会では否決とした。

●原案は男女共同参画基本条例の精神の根幹を
なすところに条文の間違いがある。条例制定そ
のものは賛成だが、原案の条文では認められない。

●委員会は、条例が不備であったため専門家の
意見を聞き検討を加えた。修正案、審議未了、
その他の方法を模索した結果、原案を否決する
との委員会の判断は当然である。

●原案は慎重審議して提案されたものだ。あら
ためて専門家の意見を求めることは、議会およ
び委員会の役割が問われることになる。否決で
はなく、修正、附帯決議、審議未了などの方法
をとるべきだ。

●男女共同参画推進条例は制定すべきだ。否決
した場合、町民からは条例そのものを否定され
たと思われる。附帯決議など他の方法を選ぶべ
きだ。

〈原案否決に賛成〉
　鮫田洋平・秋山　貢・市川淳子・齊藤欽也
　永井寛子・神田　智・望月邦彦・保坂　實
〈原案否決に反対〉
　長澤　健・齊藤正行・井上光三・堀之内美彦
　深澤勝雄・井上　勝・小林　進

質　疑

採　決

討　論

原案否決に賛成討論

原案否決に反対討論



長
沢
け
ん
議
員

社会保険鰍沢病院

医師確保の確約は

確約はない
地域枠も不確実

問
　
北
部
地
域
医
療
連
携
部
会

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
町

で
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

町
長
　
大
学
、
県
、
地
域
の
連
携
、

各
病
院
の
強
み
を
生
か
し
た
医

療
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、
県

の
示
し
た
計
画
の
実
現
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
。

問
　
も
し
赤
字
に
な
っ
た
場
合

の
対
処
方
法
は
。

町
長
　
病
院
に
対
す
る
交
付
税

を
充
当
し
、
そ
れ
で
も
赤
字
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
税
金
を
上
げ
る

こ
と
は
な
い
。

問
　
地
域
医
療
再
生
臨
時
交
付

金
は
い
く
ら
出
る
の
か
。
病
院

は
い
く
ら
で
買
い
取
れ
る
の
か
。

町
長
　
病
院
が
い
く
ら
と
い
う

具
体
的
な
話
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

問
　
市
川
三
郷
町
、
峡
南
病
院

と
連
携
の
話
し
合
い
は
し
て
い

る
の
か
。

町
長
　
3
病
院
の
院
長
、
山
梨

大
学
、
県
が
入
り
、
市
川
三
郷

町
と
富
士
川
町
に
提
案
し
て
い
る
。

峡
南
病
院
の
院
長
は
承
知
し
て

い
る
。

問
　
医
師
を
段
階
的
に
増
や
し
、

平
成
36
年
に
20
人
の
常
勤
医
師

を
目
標
と
あ
る
が
可
能
か
。

町
長
　
山
梨
大
学
の
寄
附
講
座
、

地
域
枠
を
活
用
。
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
に
す
る
こ
と
で
、
9
年

か
け
て
7
名
の
医
者
を
充
足
し

て
い
き
た
い
。

問
　
山
梨
大
学
か
ら
確
約
は
取

れ
て
い
る
か
。

町
長
　
確
約
は
な
い
。
地
域
枠

の
生
徒
が
そ
の
地
域
に
残
る
か

は
不
確
実
。

問
　
Ｒ
Ｆ
Ｏ
が
鰍
沢
病
院
を
見

捨
て
た
と
は
思
え
な
い
。
国
の

動
向
を
見
守
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長
　
県
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、

鰍
沢
病
院
長
の
話
を
聞
き
、
長

期
的
に
安
定
し
た
地
域
医
療
が

確
保
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
。

問
　
黒
字
に
な
れ
ば
Ｒ
Ｆ
Ｏ
は

鰍
沢
病
院
を
残
す
の
か
。

町
長
　
尾
身
理
事
長
の
説
明
で
は
、

最
後
は
病
院
長
の
責
任
。

問
　
山
梨
大
学
で
も
社
会
保
険

鰍
沢
病
院
を
買
い
取
れ
る
改
正

案
が
出
た
。
買
い
取
り
を
働
き

か
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長
　
町
と
し
て
大
学
に
病
院

の
買
い
取
り
を
働
き
掛
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
富
士
川
町
が
鰍
沢
病
院
を

買
い
取
っ
た
と
き
、
累
積
赤
字

は
負
担
す
る
の
か
。

町
長
　
全
社
連
の
つ
く
っ
た
負

債
だ
か
ら
、
全
社
連
が
そ
れ
を

み
る
の
が
原
則
。
退
職
金
も
全

部
払
う
と
思
う
。

問
　
連
携
の
場
合
、
山
梨
大
学

が
指
定
管
理
者
に
な
る
の
か
。

町
長
　
山
梨
大
学
が
指
定
管
理

を
受
け
る
だ
け
の
体
力
、
組
織

力
は
な
い
と
思
う
。

問
　
買
い
取
っ
て
か
ら
、
市
川

が
連
携
し
な
い
と
い
う
話
に
な
っ

て
も
困
る
の
で
は
。

町
長
　
市
川
が
駄
目
な
ら
、
医

療
連
携
は
終
わ
り
に
な
る
。

問
　
市
川
三
郷
町
立
病
院
の
建

て
替
え
を
、
富
士
川
町
は
負
担

す
る
の
か
。

町
長
　
一
部
事
務
組
合
、
ま
た

は
地
方
独
立
行
政
法
人
を
つ
く
り
、

そ
こ
が
経
費
を
捻
出
す
る
。

問
　
峡
南
病
院
の
建
て
替
え
は
。

町
長
　
峡
南
病
院
独
自
で
や
る
。



堀
之
内
美
彦
議
員

子宮頸がん検診に
細胞診・ＨＰＶ併用検診の導入を

来年度以降導入する

胃
が
ん
撲
滅
の
た
め

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
の
導
入
を

子
ど
も
た
ち
に

が
ん
教
育
の
推
進
を

問
　
本
町
で
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
は
細
胞
診
の
み
で
あ
る
。

　
が
ん
の
撲
滅
に
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
検

診
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
十
数
種
類
の
高
リ
ス

ク
型
へ
の
感
染
も
見
逃
さ
ず
に

診
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
併

用
検
診
の
早
期
導
入
が
必
要
と

思
う
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
現
在
21
歳
か

ら
41
歳
ま
で
の
5
歳
刻
み
の
対

象
者
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
に
よ
る

無
料
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

従
来
の
細
胞
診
と
併
用
す
る
こ

と
で
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
前
が
ん

病
変
を
見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
だ
。

国
の
「
が
ん
検
診
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
で
も
導
入
方

針
が
示
さ
れ
、
厚
労
省
は
来
年

度
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
導
入
す

る
方
針
を
固
め
、
今
後
、
導
入

方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
本
町
も
現
在
実
施

し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業
と
と
も
に
、

細
胞
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
併
用

検
診
を
導
入
し
て
い
く
。

問
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
は
、
血
液
検

査
で
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
と
胃
の
萎

縮
度
を
測
る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
を

測
定
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
胃
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を
明

ら
か
に
す
る
検
査
で
あ
り
、
検

査
結
果
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
4
段

階
の
判
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

直
接
胃
が
ん
を
見
つ
け
る
検
査

で
は
な
く
、
一
次
予
防
で
ピ
ロ

リ
菌
の
除
菌
、
二
次
予
防
と
し
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｄ
判
定
の
方
に
は
バ
リ
ウ

ム
か
、
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る

か
の
二
段
構
え
の
検
診
で
、
自

身
の
胃
の
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
町
民
に
と
っ
て
は
有
益

と
思
う
。
ピ
ロ
リ
菌
Ａ
Ｂ
Ｃ
 

検
査
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る

か
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診

の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
が

ん
検
診
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
に
お
い
て
、
順
次
、
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
、
胃
が
ん
予
防
対
策
の
一

環
と
し
て
、
検
診
事
業
へ
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
学
校
教
育
の
中
で
、
が
ん

検
診
の
重
要
性
を
教
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
思
う
。
国
・
県

の
基
本
計
画
に
沿
っ
た
教
育
の

推
進
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

教
育
総
務
課
長
　
町
で
は
、
改

定
さ
れ
る
県
の
推
進
計
画
に
則
り
、

が
ん
の
予
防
を
含
め
、
健
康
教

育
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

頸がんの初期は無症状。
早期発見の決め手は定期検診



井
上
　
勝
議
員

問
　
公
民
館
の
建
て
替
え
だ
け

で
な
く
、
駐
車
場
な
ど
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、

幅
広
く
使
え
る
補
助
金
に
で
き

な
い
か
。

町
長
　
地
区
公
民
館
は
区
の
活

動
を
は
じ
め
交
流
、
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
重
要

な
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ

ら
に
活
用
す
る
に
は
用
地
の
拡

大
や
、
駐
車
場
整
備
が
必
要
な

ど
の
要
望
を
受
け
て
い
る
た
め
、

地
区
公
民
館
の
幅
広
い
整
備
に

対
す
る
、
新
た
な
貸
付
制
度
を

検
討
し
て
い
る
。

問
　
一
番
大
き
な
問
題
は
、
医

師
の
確
保
で
あ
る
。
山
梨
大
学

に
寄
附
講
座
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
恒
久
的
に
医
師
の
確
保
が

図
れ
る
か
。

町
長
　
県
が
策
定
し
た
地
域
医

療
再
生
計
画
の
中
に
、
山
梨
大

学
に
寄
附
講
座
を
設
置
し
、
指

導
医
と
研
修
医
3
人
ず
つ
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
経
営

統
合
、
ま
た
は
高
度
の
医
療
連

携
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
核

的
病
院
に
位
置
づ
け
、
地
域
医

療
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
持
た
せ
、
26
年
度
か
ら
配

置
さ
れ
る
地
域
枠
の
医
師
を
戦

略
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

医
療
体
制
と
と
も
に
恒
久
的
な

医
師
確
保
が
図
れ
る
。

問
　
鰍
沢
病
院
の
累
積
赤
字
は
、

富
士
川
町
が
買
収
す
る
こ
と
で

な
く
な
る
の
か
。

町
長
　
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
全
社
連
が
精
算
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。

問
　
鰍
沢
病
院
の
職
員
の
退
職

金
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長
　
全
社
連
が
全
て
規
定
に

基
づ
き
支
払
う
と
伺
っ
て
い
る
。

全
社
連
か
ら
は
、
現
在
の
職
員

は
原
則
継
承
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
要
望
さ
れ
た
。

問
　
自
治
体
が
病
院
を
持
て
ば
、

交
付
金
の
対
象
に
な
る
と
い
う

が
金
額
は
。

町
長
　
地
方
交
付
税
の
算
入
が

見
込
め
る
。
23
年
度
の
病
院
事

業
に
か
か
る
普
通
交
付
税
措
置

の
基
準
で
、
1
病
床
当
た
り
71

万
2
千
円
で
、
鰍
沢
病
院
は

1
5
4
床
あ
り
、
1
億
9
0
0

万
余
円
。
救
急
告
知
病
院
と
な

っ
て
お
り
5
、
3
0
0
万
余
円

見
込
め
る
。
さ
ら
に
、
少
児
救

急
や
感
染
症
指
定
病
院
と
な
っ

て
お
り
、
特
別
交
付
税
の
対
象

に
も
な
る
。

公民館関係に使える
幅広い補助金を

新たな貸付制度を
検討している

病
院
取
得
に
つ
い
て

幅広く使える補助金に期待（長沢公民館）



秋
山
　
貢
議
員

町長同士が一つずつ課題を
克服する必要があるのでは

大枠が決まらなければ
細かいことが決まらない

問
　
普
通
交
付
税
や
特
別
交
付

税
は
、
病
院
を
取
得
し
た
場
合
、

い
つ
か
ら
い
た
だ
け
る
の
か
。

町
長
　
取
得
し
た
年
度
は
入
ら
ず
、

翌
年
度
か
ら
交
付
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
仮
に
平
成
26
年
4
月
1
日

に
取
得
す
る
と
、
普
通
交
付
税

は
28
年
度
か
ら
措
置
さ
れ
る
は

ず
だ
が
。

財
政
課
長
　
26
年
度
取
得
の
場

合
は
、
28
年
度
交
付
で
あ
る
。

問
　
自
治
体
が
1
5
0
床
以
上

の
病
院
を
取
得
し
た
時
に
は
、

特
別
交
付
税
は
措
置
さ
れ
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
県
の
市
町

村
課
に
確
認
し
た
か
。

町
長
　
特
別
交
付
税
は
ま
だ
分

か
ら
な
い
部
分
が
多
い
か
ら
、

県
医
務
課
で
も
は
っ
き
り
し
た

時
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
話

し
て
い
た
。
議
会
の
説
明
会
で

話
が
出
た
と
聞
き
、
県
が
出
し

て
く
れ
る
と
理
解
し
た
。

問
　
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

間
違
い
な
く
出
る
と
い
う
根
拠

を
確
認
し
た
上
で
、
町
民
に
説

明
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
普
通
交
付
税
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
毎
年
約
8
千
万
円
ず
つ
減
っ

て
く
る
。
32
年
度
に
は
5
億
円

の
減
額
と
な
る
。
町
の
財
政
で
は
、

歳
入
で
5
億
円
減
る
と
、
歳
出

で
は
5
億
円
で
す
ま
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
5
億
円
を
元
手
に
国

や
県
の
補
助
金
を
使
い
、
2
倍
、

3
倍
の
事
業
を
行
う
か
ら
で
あ
る
。

ど
の
予
算
を
切
り
詰
め
る
の
か
。

町
長
　
減
額
す
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
る
。
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
立
て
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
に
つ
い
て
赤
字
転

換
し
な
い
よ
う
、
実
施
計
画
の

中
で
進
め
て
い
る
。

問
　
町
長
は
税
金
は
上
が
ら
な

い
と
い
う
説
明
ば
か
り
で
な
く
、

い
い
話
も
リ
ス
ク
も
す
べ
て
あ

か
ら
さ
ま
に
し
て
、
町
民
が
覚

悟
を
も
っ
て
判
断
で
き
る
資
料

を
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

最
終
的
に
は
、
住
民
投
票
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長
　
議
会
の
中
で
決
め
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
病
院
問
題
を

判
断
す
る
材
料
の
一
つ
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問
　
県
の
示
す
経
営
統
合
は
、

市
川
三
郷
町
立
病
院
の
5
億
円

を
超
え
る
累
積
赤
字
や
、
約
10

億
円
と
い
わ
れ
る
職
員
の
退
職

金
の
問
題
が
か
か
わ
る
。
そ
れ

以
外
に
も
約
7
億
円
の
介
護
老

人
保
健
施
設
の
赤
字
の
清
算
。

平
成
27
年
に
は
実
現
し
た
い
と

久
保
町
長
が
表
明
し
た
、
町
立

病
院
の
建
て
替
え
費
用
約
20
億
円
。

鰍
沢
病
院
購
入
を
決
め
る
前
に

論
点
を
整
理
し
、
町
長
同
士
が

一
つ
ず
つ
課
題
を
克
服
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長
　
ま
ず
大
枠
が
決
ま
ら
な

け
れ
ば
、
細
か
い
こ
と
が
決
ま

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

第4回北部地域医療連携部会（9月18日）



斉
藤
欽
也
議
員

問
　
北
部
医
療
連
携
部
会
で
、

新
た
な
構
想
と
経
営
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
提
案
さ
れ
た
。
素

直
に
受
け
れ
ば
「
な
ぜ
こ
ん
な
に

長
い
こ
と
議
論
し
て
き
た
の
か
」

と
思
う
。

　
か
つ
て
町
長
は
推
進
機
構
法

が
で
き
た
と
き
「
こ
れ
が
実
施

さ
れ
れ
ば
夢
の
よ
う
な
法
案
で

あ
る
」
と
表
現
し
た
。
私
は
医

療
連
携
部
会
の
新
た
な
構
想
案

に
つ
い
て
同
じ
よ
う
に
感
じ
る
。

　
「
鰍
沢
病
院
を
中
核
病
院
と
し
、

3
病
院
を
統
廃
合
し
医
療
資
源

を
集
約
し
な
け
れ
ば
、
地
域
医

療
を
安
定
的
に
維
持
し
守
れ
な
い
」

と
い
う
話
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
鰍

沢
病
院
を
基
幹
的
病
院
、
町
立

病
院
を
総
合
型
診
療
病
院
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
充
実
さ
せ
維
持
し

て
い
く
。
黒
字
経
営
が
で
き
る
」

と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
非

常
に
奇
異
に
感
じ
る
。
地
区
懇

談
会
で
、
町
長
は
「
町
が
直
接

関
与
す
る
場
合
は
、
3
条
件
が

ク
リ
ア
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
先
日
の
新

聞
報
道
で
は
「
条
件
が
ク
リ
ア

さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
」
と

あ
る
。
な
ぜ
そ
う
変
わ
っ
た
の
か
。

町
長
　
こ
の
結
論
が
拙
速
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
近
づ
い
て

い
る
。
3
条
件
が
整
う
こ
と
で
、

病
院
の
運
営
・
経
営
の
安
定
化

が
図
れ
る
と
考
え
た
。

問
　
今
回
の
案
で
は
、
鰍
沢
病

院
を
中
核
的
病
院
と
は
言
え
な

い
と
思
う
が
。

町
長
　
町
立
病
院
が
総
合
型
診

療
病
院
、
そ
し
て
鰍
沢
病
院
も

峡
南
地
域
全
体
の
拠
点
と
な
る

と
い
う
こ
と
で
中
核
病
院
で
あ
る
。

問
　
中
核
的
病
院
を
含
む
3
条

件
は
お
ろ
し
た
方
が
よ
ろ
し
い

の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
お
ろ
す
と
か
で
は
な
く
、

今
回
の
医
療
連
携
策
の
中
に
お

お
む
ね
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

問
　
医
師
が
い
な
い
か
ら
明
日

か
ら
来
ま
せ
ん
で
は
困
る
。
医

学
部
や
県
の
実
質
的
関
与
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
形
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
安
定
的
な
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
、
市
川
三
郷
町
と
一

緒
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
議
会
は
6
月
に
国
と
Ｒ
Ｆ

Ｏ
に
対
し
「
推
進
機
構
法
に
則

っ
て
運
営
す
る
よ
う
に
」
と
の

意
見
書
を
議
決
し
提
出
し
た
。

町
長
は
何
か
対
応
し
た
の
か
。

町
長
　
特
に
そ
れ
に
対
し
何
か

し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

問
　
説
明
会
で
は
目
標
数
値
と

い
う
言
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
た
。

リ
ス
ク
に
つ
い
て
語
ら
れ
な
い
。

幅
広
い
選
択
肢
も
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長
　
一
機
関
に
責
任
を
押
し

付
け
て
も
、
こ
の
問
題
は
解
決

し
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

認
識
し
、
連
携
し
た
取
り
組
み

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

病院取得の条件は鰍沢病院を
中核病院と位置づけること

2病院とも中核病院
3条件はおおむね網羅されている

町が病院経営に乗り出す数字的根拠（県の素案より）

（単位：万円）〔医業利益推計〕
H31H26H22 H36

市川三郷
町立病院

医業収益

医業費用

利　　益

14億0088

15億6932

△1億6844

14億6564

17億0031

△2億3467

16億3882

18億1989

△1億8107

18億1200

19億3950

△1億2749

社会保険
鰍沢病院

医業収益

医業費用

利　　益

15億1408

17億4706

△2億3298

27億7603

24億6471

3億1131

30億4346

27億3786

3億0559

32億8920

29億9180

2億9740

2病院合算利益 △4億0142 7664 1億2452 1億6991

常勤医 H22 H26 H31 H36

町立病院

鰍沢病院

合　計

9

16

25

8

12

20

8

9

17

10

20

30

非常勤医

町立病院

鰍沢病院

合　計

H22 H26 H31 H36

4.0

3.5

7.5

4.0

3.5

7.5

3.2

3.7

6.9

4.0

3.5

7.5

（単位：人）〔前提条件①：医師の増加配置目標〕

〔前提条件②：病床利用率の向上〕
病床利用率 H22 H26 H31 H36

町立病院 一般病床40、療養病床4050.5％ 80.0％ 90.0％85.0％

鰍沢病院 一般病床154、H31年から
54床を急性期病床とする

36.7％ 80.0％

90.0％
（一般）

85.0％
（一般）

85.0％
（急性期）

80.0％
（急性期）



永
井
寛
子
議
員

小中学校のいじめ問題
いじめの定義とは

本人が苦痛と感じた場合
いじめと判断する

ご
み
の
削
減
対
策
は

有効ないじめ対策は

問
　
集
団
が
あ
れ
ば
い
じ
め
は

常
に
つ
き
ま
と
う
問
題
だ
と
思

う
が
、
本
町
の
小
中
学
校
で
は

何
を
も
っ
て
い
じ
め
と
み
な
し

て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
い
じ
め
ら
れ
た
児
童

生
徒
の
立
場
に
立
ち
、
心
理
的
・

物
理
的
な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
子
が
精
神
的
な

苦
痛
を
感
じ
て
い
る
場
合
に
、

い
じ
め
と
判
断
す
る
。

問
　
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
が
、

そ
れ
を
発
信
し
な
い
と
分
か
ら

な
い
が
、
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

教
育
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

通
し
、
学
級
・
学
年
担
任
は
、

常
に
子
ど
も
の
発
す
る
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う

こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
も
、

表
面
に
出
て
こ
な
い
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
学
校
が
す

べ
て
を
把
握
し
て
い
る
と
は
言

い
切
れ
な
い
が
、
教
師
が
目
配
り
、

気
配
り
を
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。
い

じ
め
を
把
握
し
た
ら
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
学
校
で
は
、
チ
ー
ム

と
し
て
万
全
の
体
制
を
つ
く
る
。

関
係
者
か
ら
の
情
報
収
集
、
教

育
委
員
会
や
家
庭
と
の
連
携
に

よ
り
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
。

問
　
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
が

勇
気
を
も
っ
て
学
校
を
休
む
の
も
、

一
つ
の
方
法
だ
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

教
育
長
　
緊
急
避
難
と
し
て
休

む
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
と

思
う
。

問
　
い
じ
め
る
側
の
出
席
停
止

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
長
　
学
校
教
育
法
の
中
で

そ
れ
は
可
能
で
あ
る
。

問
　
平
成
33
年
度
ま
で
に
家
庭

系
ご
み
を
10
％
削
減
す
る
と
い

う
が
、
実
現
へ
の
具
体
策
を
伺
う
。

町
民
生
活
課
長
　
今
後
さ
ら
に

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

増
設
し
、
資
源
回
収
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
出
前
講
座
な
ど
で
直
接

町
民
に
呼
び
か
け
る
。

問
　
ご
み
削
減
の
た
め
に
は
、

生
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
鍵
と
な
る
。

安
価
で
有
効
な
方
法
と
し
て
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
利
用
に
よ
る
堆
肥

化
な
ど
も
あ
る
が
、
研
究
す
る

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
民
生
活
課
長
　
水
切
り
、
乾

燥
化
を
基
本
に
、
さ
ら
に
有
効

な
方
法
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問
　
富
士
川
町
の
ゴ
ミ
の
分
別

表
示
の
仕
方
は
、
分
か
り
に
く

い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

町
民
生
活
課
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
で
、
あ
る
い
は
職

員
が
直
接
説
明
会
を
行
っ
て
い

る
が
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
分
か
り

や
す
い
表
示
の
仕
方
を
考
え
て

い
く
。



井
上
光
三
議
員

問
　
北
部
地
域
医
療
連
携
部
会
で
、

峡
南
北
部
の
医
療
連
携
お
よ
び

望
ま
し
い
経
営
形
態
の
案
が
県

か
ら
示
さ
れ
、
富
士
川
町
と
市

川
三
郷
町
に
判
断
が
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
案
を
ま
と
め
て

い
く
た
め
に
は
、
意
見
集
約
前

に
市
川
三
郷
町
と
意
見
交
換
を

行
う
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
現
時
点
で
市
川
三
郷
町

と
の
意
見
交
換
の
場
は
必
要
な

い
と
考
え
る
。
医
療
連
携
案
が

大
枠
で
合
意
し
た
場
合
は
、
細

部
に
わ
た
っ
て
の
意
見
交
換
の

場
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

問
　
両
町
が
異
な
っ
た
意
見
集

約
を
行
い
、
そ
の
結
果
が
部
会

に
上
が
っ
て
き
た
場
合
、
部
会

の
判
断
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま

た
町
長
は
ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス

で
部
会
に
臨
む
の
か
。

町
長
　
最
終
的
判
断
は
、
部
会

で
は
な
く
、
医
療
連
携
協
議
会

が
行
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、

両
町
と
も
今
回
の
意
見
集
約
を

議
会
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
県
の
示
し
た
案
が
望
ま

し
く
な
い
と
い
う
政
治
的
判
断

が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
覆

す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
考

え
る
。

問
　
現
在
部
会
で
検
討
し
て
い

る
内
容
が
、
最
終
的
に
望
ま
し

く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

峡
南
北
部
の
医
療
再
生
計
画
は

ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
。
地
域

医
療
再
生
基
金
は
使
用
で
き
な

い
こ
と
と
な
る
の
か
。

町
長
　
今
回
の
案
が
望
ま
し
く

な
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

に
関
わ
る
医
療
連
携
、
医
師
確
保
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど
の
経
費
は

地
域
医
療
再
生
計
画
か
ら
削
除

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
病
診
連

携
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
に
つ
い

て
も
、
計
画
が
終
了
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
部
分
だ
け
の
事
業
と
な

っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

問
　
現
在
、
峡
南
北
部
に
お
い

て
は
、
非
常
に
脆
弱
な
医
療
体

制
が
続
い
て
い
る
、
こ
う
し
た

医
療
体
制
を
立
て
直
す
こ
と
、

住
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
自
治

体
の
使
命
と
考
え
る
が
。

町
長
　
峡
南
北
部
は
市
川
三
郷
町
、

富
士
川
町
の
両
町
で
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
が
単
独
で
地
域
医
療
を
守
る

こ
と
は
非
常
に
大
変
な
こ
と
で

あ
る
。

　
今
回
、
県
が
示
し
た
案
が
地

域
医
療
を
守
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
、

県
と
山
梨
大
学
と
地
域
が
努
力

し
い
く
こ
と
と
な
る
。
地
域
住

民
の
生
命
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
て
い
く

こ
と
は
、
自
治
体
の
使
命
と
考

え
る
。

地域住民の医療を守っていくことは
自治体の使命ではないか

地域住民の生命をしっかりした医療で
守っていくことは自治体の使命である

議論が進む病院問題



市
川
淳
子
議
員

医療と教育は
町の根幹をなすと考えるが

住民の生命を守るのは
自治体の長としての責務・使命

問
　
県
が
示
し
て
い
る
地
域
医

療
再
生
計
画
の
、
峡
南
北
部
医

療
連
携
が
実
現
し
た
場
合
、
災

害
時
の
医
療
の
確
保
は
ど
の
よ

う
に
期
待
で
き
る
の
か
。

町
長
　
鰍
沢
病
院
は
、
峡
南
地

域
の
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の

機
能
を
担
う
。

　
3
病
院
の
医
療
連
携
に
よ
る

医
療
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
る

こ
と
で
、
山
梨
県
大
規
模
災
害

時
医
療
救
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
示

さ
れ
る
災
害
時
体
制
が
と
ら
れ
る
。

被
災
地
内
の
傷
病
者
な
ど
の
一

時
的
な
搬
送
先
と
し
て
、
24
時

間
の
救
急
対
応
を
行
い
、
受
け

入
れ
患
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ

る
迅
速
な
救
命
医
療
の
実
施
や
、

受
け
入
れ
困
難
な
重
篤
患
者
に

つ
い
て
は
、
対
応
可
能
な
病
院

へ
速
や
か
な
広
域
搬
送
な
ど
が

可
能
に
な
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

問
　
今
、
救
急
車
を
呼
ん
で
も
、

受
け
入
れ
先
の
病
院
が
決
ま
ら
ず
、

な
か
な
か
車
が
動
け
な
い
。
こ

ん
な
こ
と
で
は
助
か
る
命
も
助

か
ら
な
い
。
一
刻
も
早
く
こ
の

事
態
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
県
が
示
し
て
い
る
医
療
連
携

が
実
現
し
た
場
合
、
救
急
医
療

の
確
保
は
ど
の
程
度
な
さ
れ
る

の
か
。

町
長
　
峡
南
地
域
に
お
い
て
は
、

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
患
者
の

3
割
以
上
が
、
他
の
医
療
圏
域

の
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
状
況
で

あ
り
、
圏
域
内
で
救
急
受
け
入

れ
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
。

　
県
が
示
す
地
域
医
療
再
生
計

画
に
基
づ
き
、
各
病
院
の
医
療

提
供
体
制
が
整
っ
た
場
合
、
基

幹
診
療
型
病
院
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
鰍
沢
病
院
の
医
師
数
は
、

現
状
よ
り
増
加
す
る
。
従
っ
て
、

救
急
医
療
や
高
度
・
専
門
的
医

療
の
提
供
が
可
能
と
な
り
、
救

急
搬
送
の
受
入
体
制
の
整
備
や

搬
送
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
、

圏
域
内
で
の
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
が
充
実
さ
れ
、
救
命
率
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
現
状
を
見
た
時
、
地
域
住
民

の
命
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
し
っ

か
り
と
し
た
医
療
体
制
の
も
と

で
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
、
自

治
体
の
長
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、

使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

問
　
医
療
連
携
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
。

町
長
　
単
に
医
療
提
供
を
行
う

だ
け
の
病
院
で
は
な
く
、
町
と

病
院
と
の
綿
密
な
連
携
が
図
ら
れ
、

生
活
習
慣
病
対
策
を
は
じ
め
と

し
た
健
康
な
地
域
づ
く
り
や
、

病
後
児
保
育
な
ど
の
子
育
て
支

援
へ
の
医
療
サ
ポ
ー
ト
、
終
末

期
ま
で
を
支
え
る
在
宅
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
地
域
を
守
る
、

地
域
を
健
康
に
す
る
た
め
の
保

険
医
療
施
策
へ
反
映
で
き
る
病

院
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

基幹診療型病院として予定されている鰍沢病院

早
急
に
救
急
医
療
の

確
保
を
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今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
！

記
録
的
な
猛
暑
の
夏
も
終

わ
り
、
今
年
も
残
り
2
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。
11
月

11
日
に
は
秋
の
最
大
イ
ベ

ン
ト
「
甲
州
富
士
川
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
地

域
の
絆
、
町
民
の
絆
を
更

に
深
め
ま
し
ょ
う
。

 
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
も
新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
2

回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
誌
の
永
遠
の

テ
ー
マ
「
親
し
み
や
す
く
読
み
や
す
く
」
を
目
指

し
、
今
後
も
委
員
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
さ
め
た
洋
平
）

問題1. 通学路路肩カラー化は延べ何ｍか。

問題2. 行政視察研修の行き先は。

問題3. 23年度一般会計決算の総額は。

前回の答え（1）10日　（2）8人　（3）5カ所
厳正なる抽選の結果、3名の方に賞品を発送しました。

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

〒400-0592　富士川町天神中条1134

　　　　　富士川町議会事務局　行

平成24年11月末日（当日消印有効）

商品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名
・年齢　・電話番号　・議会だよりの感想

 
万
葉
集
巻
三
で
は
、
富
士
川

を
「
不
尽
河
」
、
富
士
山
を
「
不

尽
山
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

 
そ
の
中
で
、
富
士
川
の
イ
メ
ー

ジ
を
最
上
川
・
球
磨
川
と
並
ん

で
日
本
三
大
急
流
に
選
ん
で
い

ま
す
。

 
文
永
12
（
1
2
7
5
）
年
2

月
16
日
の
日
蓮
書
状
に
「
富
士

川
は
日
本
第
一
の
急
流
で
、
北

か
ら
南
に
流
れ
、
東
西
は
高
い
山
、

谷
は
深
く
屏
風
を
立
て
た
よ
う
で
、

左
岸
・
右
岸
を
伝
い
、
川
を
渡

り
（
中
略
）
流
れ
早
く
し
て
石

多
け
れ
ば
船
底
破
れ
て
微
塵
と

な
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

 
慶
長
19
（
1
6
1
4
）
年
に

始
ま
っ
た
富
士
川
舟
運
は
、
内

陸
と
海
辺
を
結
ぶ
物
流
で
、
鰍

沢
な
ど
三
河
岸
と
岩
渕
ま
で
の

十
八
里
を
5
時
間
で
下
り
、
5

日
間
で
上
り
ま
し
た
。
積
荷
は

下
げ
米
、
上
げ
塩
に
代
表
さ
れ
、

積
荷
重
量
は
約
2
ト
ン
で
船
頭

は
4
人
で
し
た
。

 
急
流
富
士
川
の
印
象
は
近
世
も

同
じ
で
し
た
。天
保
年
間（
1
8
3
0

〜
44
）に
葛
飾
北
斎
が
描
い
た
冨

嶽
三
十
六
景
四
十
六
画
浮
世
絵

の
一
つ
に
「
甲
州
石
斑
沢
」
が

あ
り
ま
す
。
激
し
い
荒
波
に
向

か
い
、
高
い
岩
の
上
か
ら
投
網

を
し
て
石
斑
魚
を
漁
る
親
子
が
、

濃
い
藍
色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

教
育
文
化
会
館
の
壁
面
に
描
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

 
ち
な
み
に
、
石
斑
魚
と
は
近

海
魚
の
ウ
グ
イ
（
ヤ
マ
コ
）
の

こ
と
で
す
。
春
、
山
吹
の
花
が

咲
く
こ
ろ
、
大
柳
川
河
口
に
群

れ
て
遡
上
し
て
産
卵
し
ま
す
。

 
急
流
富
士
川
に
お
け
る
悪
場

と
呼
ば
れ
る
十
二
難
所
の
最
大

難
所
が
天
神
ケ
滝
の
人
喰
い
岩

で
す
。

 
古
書
に
「
箱
原
地
先
、
鹿
島

地
内
の
天
神
ケ
滝
玄
石
ウ
ナ
ギ

ふ
ち
と
唱
し
、
水
青
く
渦
巻
き

て
そ
の
深
さ
は
か
り
知
れ
ず
、

人
喰
い
岩
に
舟
乗
り
上
げ
れ
ば
粉
々

と
な
り
助
命
す
る
も
の
な
し
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

 
こ
の
玄
石
を
取
り
除
く
難
工

事
を
描
い
た
「
水
行
直
仕
方
図
絵
」
、

「
水
行
難
場
有
形
図
絵
」
の
二

面
掛
け
額
が
、
町
教
育
委
員
会

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
文
献
「
富
士
川
」
郷
土
出
版
社
ほ
か
）

〈水行難場有形図絵〉

〈水行直仕形図絵〉

〈
教
育
文
化
会
館
壁
面
の
甲
州
石
斑
沢
〉


